
第回

表
現
の
工
夫
で
遺
産
価
値
を
高
め
る

「
心
の
豊
か
さ
」が
薬
に

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンに新エリア

ポッターの世界にようこそ
敷
地
は
ド
ー
ム
３
個
分

長　野　県

旬
の
観
光
情
報
提
供

都
内
で「
懇
談
会
」を
開
催

岐阜県観光連盟

高山本線周年で
関西から誘客拡大

指
定
区
間
に
乗
り
放
題
切
符

富
山
県
　

利
用
促
進
で
社
会
実
験

旅
館
協
会
北
海
道
の
６
月
宿
泊
実
績

人
員
減
も
売
り
上
げ
増

東映太秦映画村でイベント

夏を涼しく遊ぶ
「ひえひえ王国」

宿泊旅行統計
年年間値

延
べ
宿
泊
者
は
．
％
増

観
光
庁

調

査
　


都
道
府
県
が
プ
ラ
ス

東京でＰＲ

北陸３県が
観光商談会

岡山県

備中の魅力
大阪でＰＲ

横
浜
で
恐
竜
展

８
月

日
ま
で

客
室
稼
働
率
は

平
均

・
３
％

　
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
岡
製

糸
場
の
価
値
を
正
し
く
伝
達

し
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
関
心

を
引
き
寄
せ
続
け
る
に
は
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
そ
の
方
策

を
決
定
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。
絹
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産

登
録
を
通
じ
て
、
地
域
は
訪
れ

る
人
に
何
を
伝
え
た
い
の
か
、

地
域
自
身
は
こ
れ
を
契
機
と
し

て
ど
の
よ
う
な
街
に
な
る
こ
と

を
望
む
の
か
。
富
岡
製
糸
場
と

そ
の
周
辺
物
件
の
有
効
活
用
を

見
据
え
、
産
業
遺
産
を
活
用
し

た
ド
イ
ツ
の
事
例
を
紹
介
す

る
。

　
ド
イ
ツ
北
西
部
ル
ー
ル
地
方

の
エ
ム
シ
ャ
ー
川
流
域
は
、
石

炭
鉱
業
、
鉄
鋼
業
、
化
学
工
業

な
ど
が
密
集
し
た
鉱
工
業
地
帯

で
あ
っ
た
。
１
９
７
０
年
代
の

産
業
構
造
転
換
に
よ
り
重
化
学

工
業
が
衰
退
し
、
後
に
は
地
域

に「
環
境
汚
染
」「
景
観
破
壊
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
、
経
済

活
動
も
滞
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

状
況
を
打
開
す
る
こ
と
を
目
的

に
１
９
８
８
年
か
ら
推
進
さ
れ

た
の
が
「
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
国
際
建
設

博
覧
会
）
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク

構
想
」
で
あ
る
。

　
同
地
域
ツ
ォ
ル
フ
ェ
ラ
イ
ン

地
区
の
炭
鉱
や
工
場
な
ど
の
保

存
、
再
生
に
あ
た
り
、
単
純
に

保
存
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

活
用
と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
に
重

点
が
置
か
れ
た
。
元
コ
ー
ク
ス

製
造
所
に
は
欧
州
最
長
の
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
（
冬
期
）
と
プ
ー

ル
（
夏
期
）
が
あ
り
、
塩
の
貯

蔵
庫
跡
地
に
は
ア
ー
ト
作
品
が

展
示
さ
れ
、
ま
た
あ
る
建
物
は

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
公
演
ホ

ー
ル
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
廃
墟
だ
っ
た
炭
鉱

や
工
場
な
ど
は
近
隣
住
民
の
憩

い
の
場
へ
と
変
わ
り
、
ま
た
ソ

ー
ホ
ー
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
商

業
施
設
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
な
ど
の
新
し
い
産
業
を
生
み

出
す
場
と
し
て
人
の
交
流
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
２
０
０
１
年
に

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

が
、
観
光
客
は
後
も
増
加
を
続

け
、
経
済
活
動
が
活
性
化
す
る

と
と
も
に
定
住
人
口
も
増
加
し

た
。
何
よ
り
も
ル
ー
ル
地
方
全

域
に
浸
透
し
て
い
た
「
炭
坑
夫

の
住
む
低
所
得
者
の
街
」
と
い

う
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ

れ
、
「
本
物
か
つ
ク
ー
ル
な
近

代
化
遺
産
の
中
で
遊
べ
る
街
」

へ
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ

れ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
例
は
観
光
振
興
を
主

目
的
と
し
た
遺
産
の
活
用
で
は

な
い
。
都
市
計
画
の
核
を
な
す

要
素
の
一
つ
と
し
て
近
代
化
遺

産
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
用
途

転
換
）
に
光
を
当
て
た
も
の
と

言
え
る
。
富
岡
製
糸
場
の
例
に

照
ら
せ
ば
、
ま
ず
用
途
転
換
が

比
較
的
容
易
な
登
録
物
件
以
外

の
い
く
つ
か
の
近
代
建
築
と
、

こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
土
地
や
道
路

に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
楽
し

み
や
遊
び
心
を
加
え
て
み
る
。

指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ

の
価
値
の
伝
達
に
関
す
る
表
現

上
の
工
夫
を
行
う
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
価
値
向
上
施
策
が
期
待

さ
れ
る
。
世
界
遺
産
登
録
物
件

を
フ
ッ
ク
に
し
つ
つ
、
見
る
場

所
、
体
験
す
る
場
所
、
く
つ
ろ

ぐ
場
所
、
と
施
設
の
機
能
分
掌

を
明
確
に
し
、
来
訪
者
を
回
遊

さ
せ
、
地
域
を
多
角
的
に
見
せ

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
た
観

光
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
手
法

は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は
不

可
分
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
来

訪
者
が
学
校
や
商
店
な
ど
の
近

代
建
築
の
中
で
明
治
時
代
当
時

の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
で
食
事
を
し

た
り
、
昼
間
に
稼
働
し
て
い
た

工
場
で
夜
の
時
間
を
満
喫
す
る

違
和
感
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
と

い
う
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
で
の
演

出
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
華
や
か
な
絹
文
化
を
支
え
た

遺
産
を
背
景
に
、
現
代
の
目
線

で
歴
史
を
体
感
で
き
る
よ
う
な

演
出
を
通
じ
た
「
生
き
た
近
代

遺
産
の
楽
し
み
方
」
が
実
現
す

る
時
に
は
、
私
も
ぜ
ひ
シ
ル
ク

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
身
に
着
け

て
駆
け
つ
け
た
い
。

　
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
・
河
野
ま
ゆ
子
）

〈〉

人
と
自
然
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
リ
バ
ー
カ
ヌ
ー

　
脱
法
ハ
ー
ブ
や
ド
ラ
ッ
グ
を

使
用
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
る

交
通
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。

ド
ラ
ッ
グ
と
言
え
ば
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
を
連
想
し
、
多
く

の
人
が
薬
や
化
粧
品
や
日
用
品

を
購
入
し
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
テ

ィ
や
ハ
ー
ブ
の
香
り
の
入
浴
剤

な
ど
、
癒
や
し
と
安
息
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
。
ド
ラ
ッ
グ
が
身

体
に
害
を
及
ぼ
す
な
ど
と
は
、

全
国
の
中
学
生
の
約
４
割
も
認

識
し
て
い
な
い
。

　
現
物
を
知
ら
な
い
私
も
、
悪

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
程
度

で
あ
る
。
良
く
な
い
も
の
な
ら

脱
法
で
は
な
く
、
法
律
で
取
り

締
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

麻
薬
や
覚
醒
剤
は
違
法
で
あ

り
、
長
い
歴
史
の
中
で
も
良
く

な
い
こ
と
は
証
明
さ
れ
、
多
く

の
国
民
が
理
会
し
て
い
る
。
常

習
者
の
多
く
が

代
で
、
入
手

先
は
ネ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
。

　
な
ぜ
薬
物
に
頼
る
こ
と
に
な

る
の
か
、
社
会
的
な
背
景
と
関

係
し
て
い
る
と
い
う
。
子
ど
も

の
貧
困
、虐
待
、家
庭
内
暴
力
、

学
校
で
の
い
じ
め
、
不
登
校
、

引
き
こ
も
り
を
は
じ
め
、
「
将

来
へ
の
夢
や
希
望
が
持
て
な

い
」
「
居
場
所
が
な
い
」
な
ど

の
現
象
が
物
語
る
よ
う
に
、
親

子
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

す
べ
て
で
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
り
、
自
暴
自

棄
に
な
り
、
本
能
的
な

分
野
に
刺
激
を
求
め
る

傾
向
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
先
に
は
、
誰
で
も

い
い
と
い
う
通
り
魔
や

殺
人
事
件
、
家
庭
内
暴

力
や
別
れ
話
の
先
の
殺

人
事
件
が
待
っ
て
い
た

り
す
る
。

　
国
会
や
都
議
会
で
の

不
適
切
な
や
じ
な
ど
、

人
間
性
や
人
格
が
問
わ

れ
て
い
る
。
大
手
の
教

育
関
係
企
業
が
、
青
少

年
の
個
人
情
報
を
漏
え
い
し
、

謝
罪
会
見
し
た
が
、
悪
用
さ
れ

な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）
の
ア
プ
リ
を
通
じ
た
性
犯

罪
被
害
が
３
５
１
人
に
も
上
っ

て
い
る
。

　
便
利
に
な
っ
た
情
報
化
社

会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ

ホ
は
決
し
て
人
間
関
係
や
人
間

性
を
高
め
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
事
務
的
で

怠
惰
で
、
本
心
や
本
音
が
見
え

な
い
仮
想
現
実
に
近
い
恐
れ
を

持
っ
て
い
る
。
使
い
方
次
第
で

は
人
を
苦
し
め
、
お
と
し
め
る

凶
器
と
な
る
。
首
都
圏
の
電
車

の
乗
客
の
約
７
割
が
ス
マ
ホ
の

ゲ
ー
ム
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い

る
。
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
の
宇
宙
人
が
、
こ
の
国
の
地

球
人
は
ス
マ
ホ
中
毒
に
陥
っ
て

い
る
と
言
う
に
違
い
な
い
。

　
人
間
性
の
回
復
に
必
要
な
も

の
は
、
あ
ふ
れ
る
物
で
も
、
金

で
も
な
く
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た

「
心
の
豊
か
さ
」
に
他
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
の
物
質

文
化
の
発
展
は
認
め
つ
つ
も
、

「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
」
と
い
う
精
神
文
化
の
高
揚

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
自
然
と
人
間
と
の
か

か
わ
り
、
人
と
人
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
素

朴
で
人
情
厚
い
人
々
の
持
つ
教

育
力
（
生
業
、
技
匠
、
趣
味
、

食
）
が
体
験
交
流
の
資
源
と
な

り
、
ほ
ん
も
の
の
人
と
自
然
の

力
が
本
能
に
刺
激
を
与
え
、
本

能
と
魂
の
再
生
に
必
要
な
薬
と

な
る
。

　
（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

根室・標津・川湯・摩周温泉  ％％
知床　ウトロ温泉・岩尾別温泉  ％ ％
阿寒湖温泉  ％ ％
釧路・釧路近郊 ％％
十勝川・然別湖・帯広・帯広近郊  ％ ％
利尻・礼文・稚内 ％％
網走・網走湖・北見・温根湯温泉  ％ ％
大雪層雲峡・旭川・美瑛・富良野  ％％
登別温泉・カルルス温泉  ％％
洞爺湖温泉・支笏湖  ％％
小樽・朝里川温泉・札幌  ％％
定山渓温泉・小金湯温泉 ％％
余市・ニセコ・岩内  ％％
函館・湯の川・松前・江差  ％ ％

合計  ％％

６月の宿泊実績（前年同月比）

地区
回 答
旅館数
　（軒）　

宿泊人
員（％）

売り上
げ（％）

（９） 第２７５９号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）７月１９日（土曜日）

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
大
阪
市
此

花
区
）
は

日
、
人
気
映
画

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
の

世
界
を
忠
実
に
再
現
し
た
新

エ
リ
ア
「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｚ

ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
　

Ｐ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ウ
ィ
ザ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
・
オ

ブ
・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
）」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

（
１
面
参
照
）

　
東
京
ド
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
約
３
個
分
の
敷
地
内
に

は
、「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」

の
世
界
感
を
楽
し
め
る
二
つ

の
ラ
イ
ド
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
シ
ョ
ッ
プ
８
店
舗
、
レ

ス
ト
ラ
ン
２
店
舗
な
ど
が
あ

る
。
さ
ら
に
映
画
で
見
た
シ

ー
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
る
シ
ョ

ー
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
日
本
独
自
の
ハ
リ
ー
・
ポ

ッ
タ
ー
エ
リ
ア
へ
向
か
う
小

道
を
通
り
、
入
り
口
と
な
る

大
き
な
ア
ー
チ
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
る
と
、
映
画
の
中
で
「
ホ

グ
ワ
ー
ツ
魔
法
魔
術
学
校
」

の
生
徒
を
乗
せ
て
走
る
蒸
気

機
関
車「
ホ
グ
ワ
ー
ツ
特
急
」

と
車
掌
が
出
迎
え
る
。

　
魔
法
使
い
の
住
む
村
「
ホ

グ
ズ
ミ
ー
ド
村
」
に
あ
る
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
映
画
に
登
場

す
る
「
バ
ー
デ
ィ
ー
・
ボ
ッ

ツ
の
百
味
ビ
ー
ン
ズ
」
「
蛙

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
「
バ
タ
ー

ビ
ー
ル
」
な
ど
不
思
議
な
食

べ
物
を
食
べ
た
り
、
購
入
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
ウ
ィ
ザ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ハ
リ
ー

・
ポ
ッ
タ
ー
」
を
象
徴
す
る

「
ホ
グ
ワ
ー
ツ
城
」
で
は
、

「
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
の
校
長

室
」
や
「
闇
の
魔
術
に
対
す

る
防
衛
術
の
教
室
」
、
「
動

く
肖
像
画
の
廊
下
」
な
ど
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
た
ち
が
通

っ
た
ホ
グ
ワ
ー
ツ
魔
法
魔
術

学
校
を
巡
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ラ
イ
ド
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
「
Ｈ
ａ
ｒ
ｒ

ｙ
　
Ｐ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｎ

ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｂ
ｉ

ｄ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ

ｙ
（
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
・

ア
ン
ド
・
ザ
・
フ
ォ
ー
ビ
ド

ゥ
ン
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
）
」
。

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
た
ち
と

一
緒
に
空
を
飛
ぶ
ス
リ
ル
満

点
の
冒
険
を
体
感
で
き
る
。

あ
い
さ
つ
す
る
野
池
観
光
部
長

備中地域が観光素材を紹介

　
「
ヨ
コ
ハ
マ
恐
竜
展
２
０

１
４
～
新
説
・
恐
竜
の
成
長

～
」
が

日
か
ら
、
横
浜
市

の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
始
ま

っ
た
。
８
月

日
ま
で
開
催

さ
れ
、
期
間
中
約

万
人
の

来
場
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
主
催
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

な
ど
３
社
で
構
成
す
る
ヨ
コ

ハ
マ
恐
竜
展
２
０
１
４
実
行

委
員
会
。

　
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、
米
モ
ン
タ
ナ
州
に

あ
る
ロ
ッ
キ
ー
博
物
館
の
古

代
生
物
学
者
、
ジ
ャ
ッ
ク
・

ホ
ー
ナ
ー
博
士
が
唱
え
た
新

た
な
仮
説
を
も
と
に
、
恐
竜

の
成
長
の
謎
に
迫
る
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
同
博

物
館
が
所
有
し
、
門
外
不
出

と
い
わ
れ
て
い
た
約
１
・
５

㍍
の
世
界
最
大
級
の
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
・
レ
ッ
ク
ス
頭

骨
の
実
物
化
石
が
披
露
さ
れ

る
。
恐
竜
模
型
に
乗
っ
て
遊

べ
る
体
験
型
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
日
券
は
大
人
１
８
０
０

円
、中
学
生
以
下
９
０
０
円
。

３
歳
以
下
は
無
料
。

　
観
光
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
宿

泊
旅
行
統
計
調
査
の
２
０
１

３
年
年
間
値
（
１
～

月
、

確
定
値
）
を
発
表
し
た
。
延

べ
宿
泊
者
数
は
４
億
６
７
２

０
万
８
千
人
泊
で
前
年
比
６

・
３
％
増
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
外
国
人
は
３
３
５
１
万
１

千
人
泊
で
同

・
４
％
増
だ

っ
た
。

　
延
べ
宿
泊
者
数
で
は
、


都
道
府
県
が
前
年
実
績
を
上

回
っ
た
。
延
べ
宿
泊
者
数
の

上
位
５
位
の
状
況
は
、
東
京

都
が
７
・
４
％
増
の
５
２
８

２
万
４
千
人
泊
、
北
海
道
が

８
・
３
％
増
の
３
０
９
７
万

人
泊
、
大
阪
府
は
２
・
３
％

増
の
２
３
８
８
万
１
千
人

泊
、
静
岡
県
が
３
・
１
％
増

の
２
０
９
２
万
３
千
人
泊
、

沖
縄
県
が

・
４
％
増
の
２

０
７
９
万
人
泊
。

　
伸
び
率
が

％
以
上
だ
っ

た
の
は
、沖
縄
県
を
は
じ
め
、

宮
城
、石
川
、三
重
、京
都
、

奈
良
、鳥
取
、島
根
、岡
山
、

徳
島
の

府
県
。
東
北
地
方

で
は
、
宮
城
県
が

・
９
％

増
の
１
１
３
３
万
５
千
人
泊

だ
っ
た
が
、
福
島
県
は
１
・

５
％
増
の
１
０
７
４
万
８
千

人
泊
と
前
年
並
み
、
岩
手
県

は

・
２
％
減
の
５
５
９
万

１
千
人
泊
と
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。

　
外
国
人
の
延
べ
宿
泊
者
数

は
、
沖
縄
県
が

・
４
％
増

の
１
４
８
万
８
千
人
泊
、
北

海
道
が

・
６
％
増
の
３
０

７
万
人
泊
、
大
阪
府
が

・

０
％
増
の
４
３
１
万
５
千
人

泊
と
な
る
な
ど
、

都
道
府

県
が
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
。
全
国
の
延
べ
宿
泊
者
数

に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は

７
・
２
％
で
、
前
年
に
比
べ

て
１
・
２
㌽
増
加
し
た
。

　

年
の
宿
泊
施
設
の
全
国

平
均
の
客
室
稼
働
率
は
、
前

年
同
期
比
０
・
５
㌽
増
の


・
３
％
だ
っ
た
。

　
宿
泊
施
設
の
従
業
者
数
別

で
は
、

～

人
の
施
設
が


・
３
％
、

～

人
の
施

設
が

・
１
％
、
１
０
０
人

以
上
の
施
設
が

・
７
％
。

　
宿
泊
施
設
の
タ
イ
プ
別
で

は
、
旅
館
が

・
７
％
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が

・
３
％
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

・
５

％
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
が

・

７
％
、
会
社
・
団
体
の
宿
泊

所
が

・
６
％
。
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
は
調
査
開
始
（
２
０

０
７
年
）
以
来
の
最
高
値
だ

っ
た
。

　
北
陸
三
県
観
光
連
盟
共
同

事
業
推
進
協
議
会
と
北
陸
広

域
観
光
推
進
協
議
会
は
９

日
、
東
京
都
内
の
旅
行
業
者

ら
を
対
象
に
「
北
陸
地
区
観

光
商
談
会
」を
開
き
、富
山
、

石
川
、
福
井
各
県
の
最
新
の

観
光
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
富
山
県
観
光
連
盟

の
高
野
博
之
副
会
長
は

「
『
北
陸
は
一
つ
』
の
方
針

の
も
と
、
推
進
協
議
会
を
組

織
し
広
域
周
遊
型
観
光
振
興

に
努
め
て
い
る
」と
強
調
。北

陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
は
「
観

光
振
興
を
進
め
る
上
で
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
述
べ
、

新
し
い
需
要
の
開
拓
と
受
け

入
れ
態
勢
充
実
に
力
を
入
れ

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
商
談
会
＝
写
真
＝
で
は
各

県
担
当
者
が
旅
行
会
社
の
ブ

ー
ス
を
回
り
観
光
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
、
商
品
造
成
や
送
客

を
訴
え
た
。

　
岡
山
県
は

日
、
「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
観
光
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
４
岡

山
に
カ
モ
モ
ー
ン
‼
備
中
編
」
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
）

で
開
催
し
た
。

　
観
光
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
備
前
、
備

中
、
美
作
と
３

地
域
を
毎
年
交

代
で
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
備

中
地
域
が
担

当
。
備
中
地
域

の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し

て
、
倉
敷
の
美

観
地
区
で
開
催
さ
れ
る
夜
間

景
観
照
明
の
企
画
や
、
全
国

的
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る

山
城
と
し
て
高
簗
市
の
備
中

松
山
城
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
備
中
地
域

の
グ
ル
メ
や
フ
ル
ー
ツ
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、
岡
山
県
で
は
、
２

０
１
６
年
（
４
～
６
月
）
に

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。

　
富
山
県
は
、
北
陸
新
幹
線

開
業
後
の
県
内
交
通
機
関
の

利
用
促
進
に
向
け
た
社
会
実

験
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
万
葉

線
、
射
水
市
と
連
携
し
、
指

定
区
間
の
鉄
道
や
バ
ス
が
１

日
乗
り
放
題
と
な
る
企
画
切

符
を
販
売
し
て
い
る
。
利
用

期
間
は
今
月

日
～

月


日
の
土
・
日
曜
、
祝
日
。

　
企
画
切
符
の
名
称
は

「
『
鉄
軌
道
王
国
と
や
ま
』

（
富
山
～
射
水
～
高
岡
）
周

遊
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
」
。
利

用
可
能
区
間
は
Ｊ
Ｒ
北
陸
本

線（
富
山
―
高
岡
）、
富
山
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
全
線
、
万
葉
線

全
線
、
射
水
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
（
海
王
丸
パ
ー
ク
・

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
接
続
線
）
。

　
今
月
１
日
に
販
売
開
始
。

料
金
は
大
人
千
円
、
小
人
５

０
０
円
。
県
内
の
Ｊ
Ｒ
線
主

要
駅
で
販
売
す
る
。
ダ
イ
ヤ

や
沿
線
の
情
報
を
案
内
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
贈
呈
。
観

光
施
設

軒
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
で
割
り
引
き
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
特
典
も
付
く
。

　
富
山
県
で
は
、
企
画
切
符

の
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
。
利
用
エ

リ
ア
や
料
金
体
系
な
ど
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新

幹
線
開
業
後
の
周
遊
観
光
を

活
性
化
さ
せ
る
企
画
切
符
の

商
品
化
な
ど
に
生
か
す
。

　
岐
阜
県
観
光
連
盟
は
９

日
、
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪
（
大

阪
市
淀
川
区
）
で
関
西
圏
初

と
な
る
大
阪
商
談
会
を
開
い

た
＝
写
真
。
関
西
圏
の
大
手

旅
行
会
社
と
県
内
の
観
光
関

係
者
と
の
商
談
の
場
を
設

定
。
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
全
線
開

通

周
年
に
合
わ
せ
、
中
京

圏
に
次
ぐ
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
関
西
圏
か
ら
の
誘
客

拡
大
を
目
指
す
。

　
岐
阜
駅
と
富
山
駅
を
結
ぶ

高
山
本
線
は
、

月

日
に

全
線
開
通

周
年
を
迎
え

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
沿
線

市

町
で
は
、
記
念
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
制
作
し
た
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

　
効
果
的
な
商
品
造
成
に
つ

な
が
る
よ
う
、
同
連
盟
で
は

事
前
に
、
参
加
予
定
の
会
員

に
対
し
、
旅
行
会
社
へ
の
観

光
素
材
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
に

つ
い
て
研
修
会
を
行
い
商
談

会
に
臨
ん
だ
。

　
商
談
会
の
前
半
は
、
岐
阜

県
観
光
地
の
説
明
。
後
半
は

各
旅
行
会
社
の
ブ
ー
ス
を
岐

阜
県
の
観
光
関
係
者
が
訪

れ
、
観
光
素
材
の
説
明
や
具

体
的
な
商
談
を
行
っ
た
。

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
は
、
夏
の
イ
ベ

ン
ト
「
映
画
村
ひ
え
ひ
え
王

国
」
を
今
月

日
か
ら
８
月


日
ま
で
開
催
す
る
＝
写
真

は
チ
ラ
シ
。
夏
を
涼
し
く
遊

ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
。

　
期
間
中
、
毎
日
開
催
さ
れ

る
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
水
の
陣
」

は
、
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ャ
ノ

ン
砲
」
で
上
空

㍍
ま
で
水

柱
を
吹
き
上
げ
、
観
客
の
頭

上
に
水
が
降
り
注
ぐ
。
予
想

し
な
い
方
向
か
ら
も
水
が
飛

ん
で
く
る
な
ど
、
笑
い
と
ア

ク
シ
ョ
ン
を
盛
り
込
ん
だ
夏

限
定
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
。

　
定
番
の
お
化
け
屋
敷
「
史

上
最
恐
の
お
化
け
屋
敷
」は
、

「
呪
い
の
わ
ら
人
形
」
を
テ

ー
マ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。

　
映
画
村
内
の
飲
食
店
８
店

舗
が
合
同
で
開
催
す
る
「
か

き
氷
ま
つ
り
」
で
は
、
京
都

ら
し
さ
を
盛
り
込
ん
だ
オ
リ

ジ
ナ
ル
か
き
氷
が
楽
し
め

る
。お
勧
め
は
、「
御
用
氷
」

で
、
容
器
の
「
御
用
提
灯
」

を
持
ち
返
り
、
貯
金
箱
に
で

き
る
。

　
８
月

～

日
は
水
着
持

参
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
水

か
け
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

る
。
忍
者
と
思
い
っ
き
り
水

を
か
け
合
っ
て
遊
べ
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
話

題
の
「
泡
プ
ー

ル
」
も
登
場
す

る
。

　
ま
た
、
今
月


日
～
８
月


日
の
土
・
日
曜

と
８
月

～


日
に
は
「
映
画
村
ナ
イ
タ
ー

祭
り
」
を
開
催
。
京
都
の
風

物
詩
「
五
山
の
送
り
火
」
を

映
画
村
初
と
な
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
再
現

す
る
。
時
代
劇
の
オ
ー
プ
ン

セ
ッ
ト
も
幻
想
的
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
い
つ
も
と
違

う
映
画
村
が
楽
し
め
る
。

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は
９
日
、
会
員
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
６
月
の
宿
泊

実
績
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
＝
表
。
前
年
同
月
に
比
べ

て
宿
泊
人
員
は
５
％
減
、
売

り
上
げ
は
２
％
増
だ
っ
た
。

　
主
な
観
光
地
、
温
泉
地


地
区
に
所
在
す
る

軒
か
ら

の
回
答
を
集
計
し
た
。

　
宿
泊
人
員
は
２
地
区
で
プ

ラ
ス
、
売
り
上
げ
は
９
地
区

で
プ
ラ
ス
。
宿
泊
人
員
、
売

り
上
げ
の
両
方
が
プ
ラ
ス
だ

っ
た
の
は
、
「
釧
路
・
釧
路

近
郊
」
「
利
尻
・
礼
文
・
稚

内
」
の
２
地
区
だ
っ
た
。

　
売
り
上
げ
が
前
年
同
月
の

実
績
を
上
回
る
地
区
が
多

く
、
宿
泊
施
設
の
間
に
は

「
ツ
ア
ー
、
修
学
旅
行
が
減

少
し
た
一
方
で
、
個
人
客
が

増
加
し
、
宿
泊
単
価
が
ア
ッ

プ
し
た
」
「
単
価
は
少
し
ず

つ
上
昇
し
て
い
る
」
と
の
声

も
一
部
に
あ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
台
湾
な

ど
が
好
調
だ
が
、
貸
切
バ
ス

料
金
の
値
上
げ
の
影
響
を
懸

念
す
る
指
摘
が
あ
る
。

　
長
野
県
は
７
日
、
東
京
都

豊
島
区
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
で
、
首
都
圏
の
旅
行

業
者
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら

を
対
象
に
観
光
懇
談
会
を
開

き
、旬
な
観
光
情
報
を
提
供
、

送
客
を
呼
び
か
け
た
。
県
内

か
ら
約

市
町
村
が
参
加
し

た
。

　
冒
頭
あ
い
さ

つ
し
た
県
の
野

池
明
登
観
光
部

長
は
「
信
州
山

の
日
」
（
７
月

第
４
日
曜
）
の

制
定
や
来
春
の

北
陸
新
幹
線
金

沢
延
伸
に
伴
う

飯
山
駅
開
業
、

７
年
に
一
度
の

善
光
寺
御
開

帳
、
２
０
１
６

年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真

田
丸
」の
放
送
な
ど
を
挙
げ
、

「
こ
こ
数
年
、
信
州
は
目
が

離
せ
な
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
懇
談
会
で
は
東
信
州
、
諏

訪
、
伊
那
路
、
木
曽
路
な
ど

６
エ
リ
ア
の
観
光
情
報
を
Ｐ

Ｒ
。
８
月
の
岡
谷
蚕
糸
博
物

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
（
諏
訪
）
、
新
し
い
体
験

施
設
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
松
川
」（
伊
那
路
）

な
ど
が
あ
る
。

　
情
報
交
換
会
で
は
信
州
サ

ー
モ
ン
や
ワ
イ
ン
な
ど
、
信

州
自
慢
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
や
酒
を
参
加
者
に
振
る
舞

っ
た
。
加
藤
さ
ゆ
り
副
知
事

は
「

月
下
旬
に
は
東
京
・

銀
座
に
活
動
拠
点
（
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
）
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
首
都
圏
で
の
信
州
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。


